
異常プリオン蛋白試験管内増幅法（Real-time QUIC法）と	

バイオマーカーを用いたヒトプリオン病の髄液診断法の確立	

解　説	
	

1.  確実例96症例と非プリオン病240症例におけるRT-QUIC法とバイオマー
カーの感度・特異度について検討を行った。	

2.  確実例96症例の検討ではRT-QUIC法の感度は82.3％、バイオマーカーで
ある総タウ蛋白は88.5%、14-3-3蛋白は91.7％であった。	

3.  非プリオン病240症例中RT-QUIC法にて偽陽性4症例を経験した。いずれ
もけいれんを呈している症例であった。非プリオン病でけいれんを呈する
症例ではRT-QUIC法偽陽性に注意する必要性がある。	
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